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【要  旨】  
Radioimmunoassay (RIA)法による glutamic acid decarboxylase (GAD) 抗体
(GADA-RIA)弱陽性の 1 型糖尿病患者において、 ELISA 法における GAD 抗体
(GADA-ELISA)の陽性者と陰性者の臨床的、遺伝的特徴を，急性発症 1 型糖尿病、
緩徐進行 1 型糖尿病 (SPIDDM)にわけて検討した。2013～ 2015 年に東京女子医科
大学糖尿病センターで GADA-RIA が 1.5～ 10 U/mL であった 95 名につき、保存血
清を用いて GADA-ELISAを測定し、臨床的特徴と HLAを GADA-ELISA陽性群 (5 U/mL
以 上 )と 陰 性 群 で 比 較 し た 。 SPIDDM に お い て 、 食 後 C-peptide index が
GADA-ELISA 陰性群で GADA-ELISA 陽性群よりも有意に高値であった (p=0.002)。
また HLA-DRB1*09:01 を有する SPIDDM 患者全例で GADA-ELISA 陽性であった
(p=0.021)。 これ ら の 差 異 は 急 性 発 症 1 型 糖 尿 病に は 認め ら れ な か っ た。
HLA-DRB1*09:01 は T 細胞の細胞傷害性に関連すると言われており、この遺伝的
背景が T 細胞の膵β細胞に対する細胞傷害性や GAD 抗体のエピトープ親和性に
関連し、内因性インスリン分泌能の差異や GADA-ELISA の結果の乖離に繋がった
と推測された。  
